
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２０１３年 １０月 発行 №５７ 

「
元
気
」
と
「
勇
気
」
が
お
み
や
げ 

秋 

保 

喜
美
子 

 

 

東
北
は
ま
だ
雪
の
舞
う
三
月
十
一
日 

お
だ
や
か
な
時
の
流
れ
の
中 

そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で 

 

い
つ
も
の
日
課
が
始
ま
っ
た
午
後
二
時
四
六
分 

史
上
最
大
の
大
地
震
が
起
こ
り 

そ
し
て
大
津
波
が
発
生 

自
然
が
作
っ
た
魔
物
は 

も
の
凄
い
威
力
で
拡
が
り 

あ
っ
と
い
う
間
に
沿
岸
の
街
を
呑
み
込
ん
だ 

さ
ら
に
福
島
で
は
原
子
力
発
電
所
が
崩
壊
す
る
大
惨
事
！ 

亡
く
な
っ
た
人 

行
方
不
明
者 

二
万
人
に
近
い 

全
国
各
地
か
ら
カ
ン
パ
金
や
人
材
支
援
が
続
け
ら
れ 

少
し
ず
つ
落
ち
着
い
た
け
れ
ど 

復
興
は
ま
だ
ま
だ
遠
い
… 

二
年
半
経
っ
た
九
月
下
旬 

全
国
大
会
を
福
島
で
開
催
！ 

参
加
者
二
四
〇
〇
人 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
九
〇
〇
人 

く
さ
の
み
福
祉
会
か
ら
も 

利
用
者
一
名
職
員
二
名
が
参
加 

被
災
地
の
人
た
ち
を
励
ま
し
た
い
思
い
で
行
っ
た
け
ど 

会
場
に
向
か
う
と 

笑
顔
と
感
謝
の
こ
も
っ
た
お
出
迎
え 

「
あ
っ 

あ
れ
…
こ
の
間 

市
役
所
販
売
で
売
っ
た
よ
！
」 

被
災
地
作
業
所
の
「
杜
の
ド
ー
ナ
ツ
」
の
看
板
発
見 

挨
拶
を
し 

親
戚
に
逢
え
た
か
の
よ
う
な
不
思
議
な
喜
び 

辛
い
現
状
も 

目
で 

耳
で 

心
で
受
け
止
め
た
二
日
間 

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
何
な
の
か
？ 

原
発
の
問
題
も 

福
島
だ
け
の
こ
と
で
は
な
い 

 

人
間
社
会
の
大
切
な
も
の 

じ
っ
く
り
語
り
合
っ
て
欲
し
い 

人
と
人
と
の
強
い
絆
が 

明
る
い
未
来
を
作
る
力
の
源
を 

い
っ
そ
う
強
く
全
国
に
ひ
ろ
が
り
ま
し
た 

 

く
さ
の
み
作
業
所
か
ら
贈
っ
た
被
災

地
へ
の
復
興
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
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「きょうされん全国大会 
in東北・ふくしま」開催!! 

9月 21日・２２日の２日間、くさのみ作業所と
ピクトハウスから代表３名が、福島県で開催された
「きょうされん全国大会」に参加してきました。
3・11の震災から 2年半が経過した今でも被災地
の仲間は、多くの別れや避難生活、仮設住宅での作
業所開設など…たくさんの苦労や困難に直面して
いる様子が発表の中で伝わってきました。  
未だ先行きの見えない生活があるにも関わらず、

そんな目の前の苦労を伝えるだけではなく、たくさ
んの感謝の気持ちを言葉にされていたのがとても
印象的でした！ 
今大会テーマの『ここから つなぎ はじめる』

というメッセージがとてもリアルで、随所に感じら
れ、『生命』の大切さについて深く考えることがで
きました。 

くさのみ作業所から参加した、畠

山哲志さんが自治会代表として

大会運営本部に、被災地募金を

笑顔で手渡してきました！ 

会場内で、大会実行委員長の大和田さん

（ラジオ福島・編成専任局長）に偶然バッタリ

☆福島の今後の展望について教えていた

だいた後は、もちろん固い握手と名刺交換 

『当たり前に家に帰り、みんなと一緒に仕事をして、当たり前に生活
をしていたあの頃に戻りたい‥』 
代表でレポート発表をされた被災地の仲間たちが、口々に『当たり

前』な日常への感謝や大切さを語っておられました。 
平穏無事な毎日を送れる「今」に感謝をし、できることを一歩ずつ行っ
ていくことが大切だと強く感じる事のできた今大会は、例年以上に実
りのある全国大会となりました。 

翌日の、地元誌「福島新聞」にも
大会の様子が掲載されました！ 

くさのみ作業所から贈った、

仲間の熱い応援メッセージ

を発見！ 

 

福島県の事業所『希望の杜福祉会・もりの
わドーナツ』さんが、物販コーナーにてド
ーナツの販売をされていました。以前、く
さのみ自治会のみんなで決め販売協力を
させていただいたドーナツ。 
名刺交換を申し出ると、すぐに『くさのみさ
ん！！』と分かっていただけました(ﾟ∀ﾟ)こ
のつながりを今後も大切にしていきたい
と思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2011年 3月 11日 14時 46分、東北地方はマグニ
チュード９の大地震に見舞われました。その 40 分後、
東北沿岸部を大津波が襲い、約２万人もの尊い命が犠牲
となり、その後、東京電力福島第一原子力発電所の爆発
事故により、福島県は「地震・津波・放射能・風評被害」
と大きな被害を受けました。 
そして被災 3 県（岩手・宮城・福島）を中心に、障が

いを持つ人たちの死亡率が通常の２倍（NHK調べ）と言
われるように、防災や災害の備えについて、障がい者を
取り巻く問題について改めて考え、情報共有や「つなが
り合う」事の必要性について見つめ直すきっかけになっ
た事は、言うまでもありません。 

これまで「壊滅」という言葉は決して使わなかったメデ

ィアも、その表現方法を使用せざるを得なかった程、壊

滅した震災直後の被災地の様子。 

復興のシンボルフラワー 
～ひまわり～ 

土壌や空気中の放射性物質（セシウム・ストロ
ンチウム等）を、根や花で吸着する効果があると
言われています。福島県内のあちこちで、野原一
面に咲き誇るヒマワリを臨むことができます。 
※花は枯れた後、放射性廃棄物となります。 

福島県いわき市の豊間中学校で、多くの子ど 
もたちの学校生活を見守ってきたピアノ。「津波に
のまれようとも、このまま瓦礫にしてはならない
‥」との思いから復活させたこのピアノは、きょうさ
れん福島の会場ステージ上だけでなく、子どもた
ちに今も希望の音色を響かせ続けています。 

奇跡のピア
ノ 

デンマークのことわざの中に「大人が犯した罪の罰は、子ど
もが引き受ける」という言葉があります。 
原発は、その燃料となる「ウラン」を採掘する工程から被曝

は始まり、その廃棄物としての「劣化ウラン」は兵器となり、
より多くの人々を傷つけています。定期点検でも必ず被曝し、
そして今回のような事故が起これば、たちまち幾億の小さいも
の・弱いものが、真っ先に影響を受けるのです。 
原子炉から空へ海へ放出され続ける放射性物質・溜まり続け

る汚染水‥そして、おびただしい放射性廃棄物は、遥かな未来
にまで残さざるを得ないのです。原発事故は廃炉まで約４０年
かかると言われており、気の遠くなるような歳月の先にある福
島県の復興と復旧を担うのは若者たちです。原発は、もはや誰
かの犠牲の上にしか成り立たない発電方法と言っても過言で
はありません。 
この事故を教訓にして『あらゆる生命が大切にされ、誰かを

犠牲にしない世界』を創っていかなければなりません。震災を
忘れず、原発事故を過去のもの・終わった事などにせず、暮ら
し方やエネルギーのあり方、ひいてはこの社会のあり方を考
え、より良い方向へ向いていけるよう、一人ひとりが主体的に
声を上げ続け行動していくことが必要不可欠なのです。 

「迷惑をかけるから‥」と、避難や救助の手を拒まざる

を得なかった障害を持つ人を取り巻く現状。日頃から

様々なつながりや、周囲の理解や支援の幅があれば

‥助かった生命も、もっとたくさんあったはず。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開会宣言担当の宇都宮 仁さん 

お待たせしました！ 

これより 

くさのみまつり 

開幕します！！ 

ロック ソーラン ♪

ド
ン
ド
コ
♪
太
鼓
隊 

ギューン♪ 

バンド演奏 

雨ニモ負ケズ‥第２５回くさのみまつり雨天順延にて無事開催！！ 

賑わうまつり会場の様子 

 
 

 

 

くさのみまつり始まって以来、初の雨天順延とはなりましたが、地域の方々や各団体、 

ボランティアの皆さんのご支援ご協力を頂き、今年も、無事開催することができました。 

順延開催した日曜日も、昼過ぎまでは雨模様。それが、午後の準備時には雨も止み、まつ

り開催時にはお日様まで…。常日頃のメンバーのがんばりが報われたに違いありません。 

「雨をもふっ飛ばし…」みなさまの温かい気持ちが集まって、くさのみまつり開幕です！ 

 この日のステージも、仕事・活動の合間をぬ

ってたくさん練習を重ねてきました。踊りや歌、

バンド演奏‥拍手かっさい大盛況でした！！ 

本番前、ステージ

最終チェック！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｉ★ＢＥＣ ＨＡＩＲ 

ＡＩＵ保険会社代理店 

ジェイアイシーウエスト広島㈱ 

あうる介護サービスセンター 

アサヒナフルーツ 

いいもり接骨院 

医療法人ハートフル 

医療法人みやうち廿日市野村病院 

上村保険事務所 

お好み焼き 谷ちゃん 

（株）サンコウ企画 

株式会社 Ａ＆Ｃ わたやグループ  

株式会社 サニクリーン広島 

株式会社 ウッドワン 

株式会社 タケウチ自動車 

株式会社 中村酸素 

株式会社  ヒロハイコーポレーション 

株式会社 ふくま 

株式会社 ユアーズ 宮内店 

カルビー株式会社  広島工場西棟 

河村小児科 

串戸歯科クリニック 

己斐オートバイセンター はつかいち 

斉藤脳外科クリニック 

佐伯中央農業協同組合 

サントリービバレッジサービス株式会社 

しゃぶしゃぶ温野菜 廿日市店 

ＪＴＢ プラザ広島株式会社 

ダイハツ広島販売株式会社 

Ｕ-ＣＡＲ廿日市店 

たなべ小児科 

チチヤス株式会社 

テーラー岡田 

デリカウイング株式会社 

中国醸造株式会社 

對馬行政事務所 

中尾商事（株） なかお 

和 ＮＡＧＯＭＩ 

肉の菊貞 串戸店 

鍼灸師  橋 寿義 

橋本工業株式会社 

廿日市交通株式会社 

ハングマーサン 

広果広島中央青果株式会社 

広島スバル株式会社 廿日市店 

広島トヨタ自動車（株）廿日市店 

ふくやま保険事務所 

藤澤千賀子税理士事務所 

平安祭典 廿日市会館 

弁当惣菜 しみず 

みずもと進物店 

むすび屋 

望月整形外科 

安田金属株式会社 

（有）小田工務店 

（有）カーテン工房 

（有）フォトライフハシモト 

（有）山陽ウィール・チェアー 

（有）桝井文具 

有限会社であい工房 

ワイドグループ 

第２５回 くさのみまつり 協賛金・景品寄贈団体名   

民生委員の方々担当のボーリングゲーム 

 雨天順延によるプログラムの変更など、これまでのく

さのみまつりとは少し違った雰囲気にもなりました。 

 そんななかでも、多くの方々にご来場いただき、楽し

く賑わいのあるまつりとなりました。 

 地域の方々、ボランティアのみなさんのご支援に感謝

するとともに、これからも地域に根ざしたまつり、交流

の場として継続していけることを願っています。 

 本当にありがとうございました！！ 

くさのみ作業所家族会による屋台販売 

ピクトハウス家族会による金魚すくい 

ご協力いただきました協賛各社の皆様に、心から御礼申し上げます。 

（ご報告）この度の「くさのみまつり」の収支につきましては、くさのみ作業所開所時の建設費借り入れ返済

金の一部（５０万円）として充当させていただきました。その上での差額、３万円を「きょうされ

ん」を通じ、東日本大震災で被災した作業所支援カンパとさせていただきました。 

（順不同） 
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改めて、勇気と元気をもら

った気がしました。力を合

わせて頑張りましょう。 

 

アピール文抜粋 

このままで障害者権利条約は批准できるのか 
       ～基本合意、骨格提言にもとづく総合福祉法の実現を～ 

2013 年９月４日（水）、参議院議員会館講堂を

メイン会場にした院内集会は、第２会場も一杯と

なる全国から 600 名を超える人々が集いました。

新政権での国の動きや制度改革の情勢を学び合

い、障害者福祉法制の進むべき方向を語り合い、

基本合意、骨格提言に基づく総合福祉法実現のた

めの運動の課題を確認する大集会となりました！

広島からは、元原告の秋保さん、森岡さんが参加

されました。 

「障害に伴う必要な支援を得るのに自己負担がかかるのは憲

法違反だ」として全国の障害者が原告として立ち上がった「障

害者自立支援法違憲訴訟団」は４日、参院議員会館で集会を開

き、「基本合意」と「骨格提言」に基づく総合福祉法の実現を訴

えました。 
 同訴訟団は２０１０年１月、自立支援法廃止と新法制定を約

束した「基本合意」を国と結んで和解。新法制定に向けて政府

が設置した制度改革推進会議は、１１年８月「骨格提言」をま

とめましたが、今年４月から施行の障害者総合支援法は、自立

支援法の根幹を残したもので、「基本合意」と「骨格提言」を反

映していません。 

 同訴訟弁護団の田中伸明弁護士は基調報告で「総合支援法は

一部の改正にすぎない」と批判。あるべき法律は、障害者が基

本的人権を行使するために必要な支援をするという観点に立つ

ものでなければならないと強調しました。  

パネルディスカッションでは、総合支援法制定後も解決されて

いない問題点、▽利用者負担▽不十分な介護支給量▽介護保険

制度優先原則等について討論しました。 

訴訟を支援する「自立支援法訴訟の基本合意の完全実現をめざ

す会」の藤井克徳世話人は、現状は問題が山積していると指摘

した上で、条約批准後は、同条約を力に障害者運動を拡げよう

と呼びかけました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「幸せの黄色いレシートキャンペーン」Ｑ＆Ａ 

Ｑ１．対象となるお店は 

Ａ１．「イオン廿日市店」、「ザ・ビック宮内店」の２店舗です。 

 

Ｑ２．どんな支援内容になるの 

Ａ２．毎月１１日に上記お店でお買い上げいただいた金額（「黄色いレシートの金額」）の１％
が支援しようとする団体に寄付されます。 
※昨年度は、くさのみ福祉会として約１２万円相当の商品をご提供いただきました。 

 

Ｑ３．どうしたらくさのみ福祉会を支援できるの 

Ａ３．レジで黄色いレシートを受け取る→店内備え付けの投函ボックスの「くさのみ福祉会」
のところへ黄色いレシートを入れる。 
※家計簿をつけるのにレシートが必要な方はサービスカウンター等にレシートをお持ち
ください。専用用紙に金額を書き写すなどそれぞれのお店で対応していただけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

イオングループ 

「幸せの黄色いレシートキャンペーン」 

ご支援、ご協力お願いしま～す！！ 

毎月１１日は、「幸せの黄色いレシートキャンペーン」が行われています。 

これは、イオングループによる地域のボランティア団体等の活動に対する支援活動（企業の

社会貢献活動）です。 

くさのみ福祉会もその登録団体になり、毎年、ご支援をいただいています。 

みなさんも、キャンペーンの実施店をご利用いただき、ぜひ、ご支援、ご協力をお願いいた

します。 

 

イオン廿日市店１階レジ・エレベーター付近 ザ･ビック宮内店１階サービスカウンター前 

矢印位置のボックスです！！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～編集後記～ 

オリンピック、パラリンピックが２０２０年

に東京で開催されることになりました。廿
※

日市

市地域自立支援ネットワーク余暇活動支援ワー

キングでは、今年度に入り、「障がいのある人た

ちのスポーツ、文化活動を豊かに」というテー

マで取り組みを始めました。「廿日市市からパラ

リンピックに出場する人も出てくるかも…」と

期待している今日この頃です。    Ｈ．Ｎ 

 

 

平成２５年 6月～平成２５年 9月受付分（敬称略 順不同） 

畠山綾子、専念寺仏教婦人会、金光教廿日市教会信徒会 

佐伯地区民生委員児童委員協議会 

匿名６件 

 

ご寄付ありがとうございました 

 

平成２５年６月～平成２５年９月受付分（敬称略） 

中川京子、一般財団法人ＹＷＣＡ 

安田金属株式会社 

その他の方からも食材等、多数いただいております。 

献品ありがとうございました 

 

※廿日市市内の当事者・家族・事業所・関係機関等で構成す

るネットワークです。障がいのあるなしにかかわらず生活し

やすい廿日市市づくりのために取り組んでいます。 

 

 

 
 
通 所 事 業 部：くさのみ作業所・ピクトハウス・夢工房 
生 活 事 業 部：ムックハウス・Ｌ＆Ｂ・ホープ・ハートインハウス 

(ケア・グループホーム、ショートステイ) さくら木荘・ＳＡＩさん家・串戸・佐方 
地域生活支援部 ：発達支援教室くれよん阿品・くれよん地御前・くれよん串戸 
 広島西こども発達支援センターくれよん・相談支援事業所くさのみ 

 地域相談支援センターくれよん(廿日市市障がい福祉相談センターきらりあ) 

 廿日市特別支援学校放課後・いきいき対策事業 

くさのみ福祉会後援会  TEL0829-31-2800  FAX0829-31-2900 

 
〒738-0033 広島県廿日市市串戸５丁目３－２２ TEL 0829-31-2800 FAX 0829-31-2900 

社会福祉法人 くさのみ福祉会 

 

 

ここでは、日々くさのみ福祉会でメンバーの皆さんが思いを込めて

作っている自主製品を紹介します。今回は、くさのみ作業所アート班

の商品より、２点紹介します。こちらの商品を含め、作業所内で常時

展示・販売もしています。是非お越しください♪ 

 『ビーズ・チャーム』です。 

重なり合うビーズやチェーンが、

とても雅
みやび

で素敵です★鍵や鞄の

こだわりのワンポイントとして

いかがですか♪ 

 『葉っぱの写し皿』です。 

実物の葉っぱを土に写し込んだ、

葉脈柄がシックな陶芸商品です★ 

サイズは、大（横 21 ㎝縦 17 ㎝） 

小（横 15 ㎝縦 12 ㎝）位です。 


